










た，超短期間で開発した外壁用水栓ボックスも施工性において

非常に高い評価を得られた。施工状況を写真7～9に示す。

4.2 工数比較

さや管ヘッダー工法の特長の一つとして施工時間の短縮が挙

げられる。さや管ヘッダー工法は在来工法と比較して，材料費

は若干高いものの施工費が抑えられるため，全体としては在来

工法とほぼ同じ価格となる。図6はトライアルの結果から在来

工法とさや管ヘッダー工法の施工時間を比較したものである。

在来工法の 40時間に対してさや管ヘッダー工法の現場組立て

は 34時間，工場組立て（ユニット加工）を行えば，現場での

施工は27時間に短縮出来ることがわかった。


